
輸入外材の構造 (No. 26) 

組織研究室ω

ホワイトメランチィ材の構遁

木口面 x 30 

板目面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

1. 一般

(1) 名称

市場名:ホワイトメランチィ (White meｭ
ranti) 

学名 : Shorea bracteolata DYER 

(フタパガキ科. Dipterocarpaceae) 

(2) 概説

ホワイトメランチィという材名は，上記学名の

樹種のみではなく，マラヤ，サラワグ，ブノレネイ

およびボルネオ地域に産する Shorea 属のうち，

白色なし、しは淡黄白色の比較的軽軟な木材を生産

する Anthoshorea 節の多くの樹材の代表市場名

として用ャられている。この節に属する樹種は，

上記の地域のみでなく，インド，スマトラ，フィ

リッピンなどにも分布しており，フィリッピンで

はマンガシノロ (Manggasinoro) やマラノナ γ

(Malaanonang)が， インド、ではマカイ (Makai)

が有名であり，また，次号に記すカンボジヤ産の

ランボウ (Lumbor) も同じ所属の樹種である。

Anthoshorea 節の木材は，上記の特徴のほか，

放射組織中に多量のシリカを含む特性があって，
フタパガキ科所属の他の類似材とこの点が大いに

柾自国 x 50 
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本1:1逮している。さらに材色その他もっとも酷似したイエロウメランチィ (Yellow meranti) とは，放射

組織中に水平細胞間道をもたなし、Jえで顕微鏡的には容易に識別される。
ホワイトメランチィ類は原産地別による材名もあって，サラワグ，ブルネイではしばしばランプテ

(Lun puteh) とよんで，イエロウメランチィ類のランクニン(Lun kuning) と区別しており，北ボル
ネオではメラピ (Melapi)，インドネシヤではメランチィプテ (Meranti puteh) とよんでし、る。一般に

新鮮な材l面はほとんど白色に近し、が，後に黄白か褐色を骨子びるようになる。交鈴木理，比重は0.64~0.72

が知られている。おおむね立木からの欠点は少ないといわれてし、るが，脆心材がいくらか認められるよう

である。また，伐採後虫害をうけやすく，防腐剤などの注入には加圧する必要があるとされている。木材
組織中に多量のシリカを含むため製材が困難である。強さはレッドメランチィ (Red meranti) 類に匹敵

するといわれてし、る。

ところで，以下木材の情造にっし、ての供試材は標記学名のもの(林試材鑑 No. 3637, 5156) である。
この樹種はマラヤ，スマトラ，ボルネオに分布しており，ホワイトメランチィ ~ßiの代表的樹種の 1 つで・あ
る。サラワグ，プルネイで、はノξ ドウ (Badau)，北ボルネオでは前記のメラピ，マラヤではメランチィパ

アン (Meranti páang) とも呼ばれてし、る。

用途としては，上記の諸性質からして，合板，床板，軒l縛材などに用いられ，また，原産地域では錫鉱
山の洗鉱箱の裏張りにも問し、られてかるとし、う。

2. 木材の構造
(1) 肉fI民的構造

散孔材。辺・心材の区別lは判然しなか。材ははじめは白色であるが，後に禍色をおびた淡黄色となる。

生長輸は不明りょう。木股はわずかに交錯する。肌fIは組。長い円孤状に配列する垂直細胞1M]道線はl列り

ょうであるが，配列線の間隔は大きく，不定である。堅軟中席。気乾比重 0.61。

(2) 顕微鏡的構造
a) 木材の偶成要素の概略

道管，仮道管，真正木繊維，事Ib方向柔組織，放射組織および垂直細胞1 1\ 1;立からなる。その備成割合は道
管 26.70%，真正木繊維 45.465杉， !]i由;方向柔組織(仮道管を含む) 12.60%，放射組織 14.905杉，垂直細胞

間道 0.30%0
b) 道管

孤立または 2~数fWJあて，敗射方lííJ，斜方向あるいはJ妾線方向に複合または接続して散布する。とくに放

射組織をはさんで連続するものが多し、。 1mm2における分布数は 4~9 個，チロースをもっ。管孔の片側

または両側を放射組織に接続する。孤立管孔は円形，広卵形なし、しは楕円形，直径は，放射方向で 150~
370μ，接線方向で 140~290μ，膜厚 2~3μ，道管要素は，長さ 200~600μ，単せん孔，せん孔板は水平が

わずかに傾斜，牒孔は交互配列. }]莫孔の直径は，水平方向で 8~10μ，繊維プ'jl何で、 6~7μ， 孔口は不整。

また，柔細胞と倭統する膜面にときどき格子状の膜孔が出現する。

c) 仮道管

ほとんどが周囲状仮道管(わずかに繊維状仮道管とみなされるものが認められる〉として，道管の周辺

に若干個あて集まって存在する。直径 25~50μ ， 1J刻字 2~3μ，長さ 350~750μ。

d) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。直径 25~45μ，膜厚 3~5μ，長さ 1 ， 100~1 ， 600~2 ， 000μ。

e) 軸方向柔組織

周囲， 11 1日状，者;:状および短接線柔組織からなる。周囲柔組織は管孔の全}.'i] を均等に閤むものはまれで，
とくに外側の発達が悪かものが多い， したがって，これらは厳密には111[\状柔組織に入るものである。iJIL\状

の柔組織の出現はもっとも顕著である。しかし，接合配列の管孔が多し、ため，この柔組織も相互に媛続して
不規則な形態を呈するものがほとんどである。帯状柔組織は，おおむね 5~10細胞幅をなして配列し，長
い円孤状に配列する垂直細胞間道を内包するが，また，ところどころ道管と接合する。短接線柔組織は，
1 ないし 2 細胞層をなし， 4~10数個細胞あて連なって配列する。しかし，その出現は少なし、。各柔組織
の細胞は，直径 20~40μ，膜厚 1~1. 5μ，長さ 30~230μ。
f) 放射組織
単列および多列からなる。異性。単列放射組織は 1~20細胞高，多くは平伏細胞からなるが，ときどき

上下の先端部に直立細胞をもっ。多列放射組織は 2~6 細胞幅， 9~68細胞両，長さで 250~1 ， 400μ，多
くは平伏細胞からなるが，周辺部には大形の細胞が存在，また，上下両端部にはときどき直立細胞が出現
する。多くの細胞の内こうには，樹脂様およびシリカ様の物質を含む。
g) 垂直細胞間道
長い円孤状配列。帯状柔細織中に 1 列に配列する。ただしこの配列線は，ときどき道管によって分断
され，局部的にみれば，短い円孤状ないしは孤立配列のような観を呈する。 liJJ道の直径は 50-200μ。



輸入外材の構造 (No. 27) 

組紙研究室∞

ランポウ材の構謹

木 11 ITIi x 30 

板目面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:ランポウ (Lumbor)

学名: Shorea hypochra HANCE 

(ブタパガキ科， Dipterocarpaceae) 

(2) 概説

この樹木は，直径 1m余に達する常緑高木で，

カンボジャ，交世支那，タイおよびマレー半島に

わたって分布するが，その蓄積などはいまだ明ら

かでない。

ランボウという名前はカンボジャにおける名称

であって，マラヤではメランチィテマツグ (Me

ranti temak) と呼ばれている。前号のホワイトメ

ランチィとは類縁の樹種で，やはり ， Anthosho・

rea 節に属する。この節の木材は，放射組織中に

多量のシリカを含み，製材は困難である。また，

SYMINGTON によれば，ランボウ材はとくに前号

の供試材とした Shorea bracteolata DVER とも

っとも矧似しており，両者の樹木は， S. hypo司

� r <:;弓第三ι叱Ii Jl ll臨R軍手止符フ

征目面 x 50 
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chra HANCE の方が，私jJ支が!字く，その皮 LI がより深いJえによってのみ区日IJ されるとしてし、る。

その他の木材構造においても全くよく似ており，肉眼的性質による両者間の織月IJはほとんど困難である

といえる。また，顕微鏡的構造についてみても顕著な相達点はみあたらなし、。1Jl<試材におし、ては，わずか

にランボウの方が，放射組織の幅が少し広く，その分布密度が高し、ように観察されるだけで，これとても

変異性の析の中にいるべき性質とも考えられる。

この記，1世の供試材は)被後，カンボジャから輸入されたもので，初!記学名の制材と鑑定された市場材で

ある。材質および利用途とも，ホワイトメランチィ村と lilJ様とみなされる。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。辺・心材の区別は不明りょう，ただし，辺材部の方がわずかに淡色，心材は灰褐色を帯びた黄

色で，後に武備色に変わる。生長輸はない。垂直制)j包1m道線の分布ははなはだ球。交鈴木正IJ!。肌目はやや

疎。気乾比重 0.560 

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概略

道管，仮道管，真正木繊紺，制l方向柔和l織，放射組織および垂直細胞!日l道からなる。材の構成割合は，

道管 22.765杉，真正木繊維 42.6096. 申111方向柔組織(仮道管を含む) 16.34%. 放射組織 17.755杉，垂直

細胞|甘]道 0.55%。

b) 道管

多くは孤立，ときどき 2 i同あて斜方向または放射方向に接合して散在する。 lmm2 における分布数 4-

10個。チロース顕著。ほとんどの管孔が片側または両側を放射組織に擁する。孤立管孔は円形，広楕円形な

いしは広卵形，直径は放射方向で 90-320/<. 接線方向で 80-250μ. 11刻字 2-3/<. 道1T要素は，長さ 250

-450μ，単せん孔，せん孔板は少し傾斜。 11英孔はやや不整な交互I~L列，直径は水平方向で 5-7/L. 繊維方

向で 3-4μ，孔口は棒状。

c) 仮道管

周囲仮道管あるいは繊維状仮道管として，ときどき道管の周図またはその付近に 1 ないし数細胞層をな

して存在する。横断面における細胞の形状は短形に近か多角形。その径は， 長径で 60-120μ， 短径で

25-50/<. 11良厚1. 5-2μ，長さ 400-850μ。

d) 真正木繊維

材の基礎組織を借成。細胞は直径 15-30μ，膜厚 2-4μ，長さ 970-1.655-2.110μ。ときどきゼラチ

ン繊維が出現する。

e) ililh方向柔組織

おもに連合翼状，翼状.1;>;1四およびIII~I状柔組織からなるが，わずかに短度線状および，ii;・状柔組織をまじえ

る。迎合翼状柔組織は，多くは数i聞の管孔を連ねて配列するが， しばしば斜走して不整な配列をなす。翼

状，周囲および1問状柔組織は，かずれも不整形のものが多い。短接線状柔組織の出現は僅少，帯状柔組織

は 8-12細胞層で，垂直細胞間道を内包する。細胞は，直径 15-25μ. I1莫厚 1-1.5μ，長さ 70-200μ，

内こうに粒状の樹脂様物質を含む。

f) 放射組織

単列および 2-5 (6) 細胞幅の多列からなる。異性。単列放射組織は 1-21細胞高，平状細胞からなる

が出現数は少なし、。多列放射組織は 11-51 細胞高，長さで 280-1. 100μ，上，下両端部の単列部は 1-

数細胞高，まれにはそれ以上にも延長する。ほとんど平伏細胞からなるが，上下の辺縁にはときどき方形

または直立細胞をもっ。細胞の内こうには多数のシリカおよび粒状の樹脂様物質を含む。

g) 垂直細胞間道

帝状柔組織内にこれと並行に配列するが，その出現は一般にまれ，間道の直径 50-100μ。また，ごくま

れに傷害垂直細抱間遣が出現する。間道の直径は，放射方向で 200-350μ，接線方向で 70-250μ。



輸入外材の構造 (No. 28) 

組織研究室∞

イビール材の構造

木口面 x 30 

板目面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:イピー Fレ(Ipil)

学名 : Inおia biiuga O. KUNTZE 

(マメ科， Legminosae) 

(2) 概説

イピールは，直径1. 2m， 高さ 35m'こ達する

落葉高木で，フィリッピンの代表的樹種の一つで

ある。この樹種はボルネオ，ニューギニヤ，フイ

ージー諸島， f'十]洋諸島などにも分布し，また，熱

f11 各地に1甫栽もされている。 I時tsia 属の樹種はこ

のほかに幾種かが知l られており，上記地械のほか

にマラヤ，セレベスなど広く分布しているが，マ

ラヤでメルポウ (Merbau)，ボルネオでミラボウ

(Mirabau) と呼ばれる 1. palembanica MIQ. の

学名のあてられているものが，イピールとともに

有名である。この両者は，同一地方に生育してい

る場什もあり，さらに木材のあらゆる性質が酷似

していて，ほとんど区別困難なところから，しば

柾 x 50 
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しば同一材名で取り扱われてし、る。たとえば. 1:豪州ニューギニヤでは両者ともクウイラ (Kwila). イリヤ

ンでは同様にモルグス (Molukus) と呼ばれてし、る。わが国には戦前から愉入され，太平洋鉄木として知

られてし、るが，最近は一般にイピールの材名で取り扱われているようである。

この木材は比重 0.77-1.07 くらし、の幅があるが，一般に強靭，堅硬かつ耐朽性も高く，とくに白蟻の

害に強か。しかし，加工性はおおむね不良で、，とくに鋸断は困難である。鈎円IJは比較的容易で，表面の仕

上がりも良好である。ただし，水溶性1m褐色の物質を合み，水に侵すれば汚染される。また，鉄を腐蝕す

る成分を含むとし、われ，鉄道枕木としてはその用途を危ぐするむきもあるが，諸外国では結構用いられて

し、るようである。

用途は，建築，土木用として，内部造作，権，枠，電柱，枕木，橋梁，波止場杭などがあげられるが，

その他，家具，キャピネヲト，禄具柄としても用し、られる。

2. 木材の構造

(1) 肉 11民的構造

M:孔材。辺・心材の区町IJは明りょう，辺材は灰白色，心材はi民赤褐色(伐採11与は黄色〉。よく飽"íIJ した木

口商では成長輸が認められる場合がある。また， I 両l隊の木 n面では道管を包む柔組織の配列が黄褐色の模

様として目だつ。交鈴木珂。肌目はち密であるが疎。気乾比重 0.720 

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概略

道管，仮道管，軸方向柔組織および放射組織からなる。各要素の';Iill介は，道管 10.71%，仮道管 51. 22 

%.軸方向柔組織 23.749杉，放射組織 14.33%0

b) 道管

孤立道管および複介道管からなる。これらの管孔は疎に散布 1mm2 における分布数は 0-5個。とき

として細胞内こうに樹脂様物質を含む。孤立管孔は楕円形なし、し広惰円形で，直径は放射方向で 170-

380μ，接線方向で 160-260μ。複合管孔は 2-数例，多くは 2-31/，\jあてほとんど放射方向に接合する。

膜厚 5 -6"0 各要素は，長さ 150-500μ，単せん孔，せん孔板は多くは傾斜する。膜孔は不整な交互配

列，直径は長径で 5-7μ，短径で 4-5μ，孔口は不撃。

c) 仮道管

繊維状仮道管として材の基礎組織を構成する。細胞の直径 20-40μ，股j享 2-3，"，長さ1， 200-2, 060 

-2， 850μ，半有縁膜孔で，孔口は凸レンズ状。

d) 軸方向柔組織

周凶柔組織および椛状組織からなるが，ごくまれには!tln'E柔組織も 11'，現する。 )1"囲柔組織の発達はきわめ

て顕著で，孤立管孔を包んで整正な賀状をなすものが多か。また， 2-31/，1;/あて接線方向に篠近配列する

孤立管孔を内包した連合環状柔組織もときどき出現する。さらに複合管孔を包むやや不規則な形状配列を

なすものもある。帯状柔組織は 2-数細胞層をなすが，ときどき周囲柔組織と接続する。各細胞は，直径

およそ 30-45μ，長さ 100-250μ，周囲柔組織およびfil:状柔組織の周辺部にはしばしば多室結晶細胞をも

っ。また，ときとして細胞内こうに樹脂傑物質を充満するものがある。

e) 放射組織

単列および多列放射組織からなる。ほとんど同性a 単列放射組織は 1-8 細胞高でその出現は比軽的少

ない。多列放射組織は 2-3，多くは 2 細胞幅， 4-38細胞高，長さで 120-930μ(多くは 300-400μ)，

道管とつくる分野の膜孔はペスチヤード型。



輸入外材の構造 (No. 29) 

組織研究室ω

マルガイ材の構撞

木仁l 面 x 30 

板目面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊仲

1.一般

(1) 名称

市場名:マルガイ (Malugai)

学名 : Pometia Pinnata FORST 

(ムグロジ科， Sapindaceae) 

(2) 概説

マルガイ材は，比向にm~する Pometia 属の樹

純から生産される木村である。同島には， と記学

名のもののほかに P. tomentosa も分布してい

るが，前者がその主要なものである。

この樹種の分布はかなり広く，インド，ビル

マ，マラヤ，ボルネオ，インドシナなどにおよび，

マラヤ，サラワグおよび北ボルネオではカセイ

(Kasai)，ベトナムでは卜ルアン (Truong) の

市場名が用いられてし、る。また，ニューギニヤに

も分布し， 最近， 西部ニューギニヤからマトア

(Matoa) の材名でわが国に輸入された木材も，

この Pometia 属の樹種からのものである。 ここ
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では，標記学名のものを大葉マトアと称し， P. aCU1叩inata RADLK および P. coriacea RADLK の学名のあ

てられている 2 種を小葉マトアと称している。後者は前者に比し，枝下が長いが，往々にして痴があると伝

えられている。

戦後は，比島からマルガイの材名で輸入されたことは聞いておらず，あるし、は，今後における輸入の対

象地は比島以外にあるとも考えられるが，ここには正確な樹種名の供試材として，比島産の標本(林試材

鑑 No. 2114) から選んだ関係で，マルガイを取り上げたまでのことである。

マルガイは比島にも広く分布しており，普通，河川流域の海抜高のあまり向くなし、森林から多く生産され

ている。常緑の高木で，直径 100cm に遣する。根張りは顕著であるが， 18-22mlこも達する通直な樹幹

を構成する。

この材は，強度もかなり向く，とくに強靭性がある。耐久性も大で，風雨にさらしたり，接地しでも，かな

り耐用されるとしウ。ただ注意して乾燥しなし、と，過度の反りや収縮を生じやすし、。工作容易，仕上がり

も良好で，一般構造用材，床板，治船用材，家具，キャビネット，器具の柄などとして広く用かられる。

2. 木材の構造

(1) 肉 11艮的構造

散孔材。辺・心材の区別は不明りょう。心材はI主赤尚色から暗赤褐色までの帆がある。生長輸は不判

然。ときどき道管内に淡黄白色の物質を合むものが認められる。木理は通直か，やや波状を呈する。肌日

は比較的精，光沢がある。味と匂いは認められなか。比較的重く，気乾比重 0.67 (0.73)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の慨略

道管，隔膜木繊維， qilb方向柔組織および放射組織からなる。各要素のWllfìは，道管 23.60%，隔膜木繊

維 50.20%，軸方向柔組織 3.90%，放射級織 22.30%0

b) 道管

多くは孤立管孔として散布するが，ときどき 2-3 個あて主として放射方向に複合して配列する。おお

むね均等に分布 1mm2 における分布数は 2-6 個，ときどきガム様物質を含有する。多くの管孔は両側

ときとして片側を放射組織に接する。孤立管孔はおおむね，楕円形なし、しは卵形，その直径はF 放射方向

で 195-390μ，接線方向で 125-260μ，膜厚 2 -3 1-'0 道管要素は，長さ 150-450μ，単せん孔，~孔板

は水平か，やや傾斜する。舌状部をもつものがある。 I1英孔は不整な交互配列，その直径は，水平方向で

3-4μ，繊維方向で 2-3μ，孔口は凸レンズ状。

c) 隔膜木繊維

材の基礎組織を形成，木口面でみると放射方向に比較的正しく並列しているのが認められる。各細胞は

直径 20-30μ，膜厚 3-4μ，長さ 840-1 ， 110-1 ， 335μ， 顕著な単膜孔をもっ，隔膜は普通 11閏，内こう

にごくわずか粒状の樹脂様物質を含む。

d) 紬方向柔組織

周囲および帯状柔組織からなる。周囲柔組織は 1-3 細胞幅で管孔を鞘状に包む。帯状柔組織は 2-3

細胞層をなして年輪状に配列する。各細胞は，直径 35-451-'， 膜厚 1-2μ，長さ 70-150μ。内こうに樹

脂様物質を含有する。

e) 放射組織

単列および複列放射組織からなる。分布は密で，基礎組織の 1-4 細胞間隔に出現する。異性。単列放

射組織は 3-29細胞高，平伏および直立細胞からなるが，平伏細胞のみからなるものも出現する。複列放

射組織(まれには局部的に 3 細胞幅をもつものも出現〉は，一端または両端の単列部が延長し，ときどき

複列部より長くなっているものが出現，また.中央部にも単列部をもつものもある。 7-50細胞高，長さ

で 200-1， 500μ，平伏，方形および直立の各種細胞からなるが，その配列や大きさも不規則である。細胞

の内こうには樹脂様物質を含む，また，大型細胞にはしばしば方形の結品を含むものがある。



輸入外材の構造くNo. 30) 

組織研究室ω

チーク材の構謹

木仁l 面 x 30 

板 H 而 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:チーク (Teak)

学名: Tectona grandis L , f. 

(タマツヅラ科， V erbenaceae) 

(2) 概説

チーグは，東南アジヤに産するもっとも重要な

木材で，その材質のすぐれていることは世界的に

周知されており，わが国でも，古くから輸入され

てきた。タイで Sak，ピルマで Kyun， インド

で Saj ， Tek，ジャパで Djati などの地方名も

あるが，ほとんどチーグの市場名で通用するよう

である。主産地としては，インド，ピルマ !l イ，

印度支那およびジャパなどがあげられてし、る。ま

た，ジャバやインドなどでは盛んに植林もされて

いる。それらの中で，タイおよびピルマから天産

されるものがもっとも優良材とされている。

落葉の高木で， 樹高 30-45m， 直径 1m 以上

にも達する。しかし，一般に利用されているもの

柾目面 x 50 
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は比較的ノl、径で，樹幹の長さ 10-12m ， 直径 60-80cmのものが多か。チーグ材は乾燥速度が遅く，生材

では水に浮ばない関係から 2 ， 3 年前に巻枯法な施しておき，その後に伐倒し，筏などによって搬出し

ているとし、う。

材ははじめ金褐色を呈してし、るが，後に黒褐色に変わる。また，インドのマラパール海岸地方から産出

される材には黒色の縞模係がよく現われる。 しかし， この縞入り材は， その他の地方産のものにもとき

どき認められる。これらの忠縞模係入りの材は，ときとして装飾材としての価値を高める場合もあるが，

一般の材より堅く，工作困難であり，肌日もまた不規則であるとされてレる。さらに，一般のチータ材は

環孔材であるが，生育環境のし、かんによっては散孔材を形成する場合もある。また，材にはシリカを含有

しており，そのため，海虫にも侵されがたく，造船用材としての適性を商めてし、るともし、われてし、る。比

重は産地によって一様でないが\野辺 0.62-0.72 が示されている。乾'131<は還し、が欠点はあらわれない。

収縮率(生材~絶乾〕は，板 11 ブ')jírJ 4.2%，柾 1=1方向 2.3%で，狂わなし、村として会11 られている。強度も

一般にまさり，圧縮強さは繊市fI:)jlíiJて 580kg'cm2 ， 繊紛に直角方向では 110kg，'cm2 ， 曲げ強さは1，200 

kg，'cm2 ， 曲げ弾性係数は 13. 4x 104kg'cm2程度。ただし ， Illl げ強さにはかなりの幅がある。乾燥材では衝

撃に対してやや劣るとし、われる。耐朽性も大で，白蟻にも侵されがたし、。一般的には工作容易，しかし，

シリカのため恋物などが痛みやすし、とされてし、る。

用途としては，造船用材(甲板・内装・ボート)，家具，建築(床板・羽目板・内部造作)，車輔(内装)，

土木(枕木，橋梁)，彫刻，旋作用器具， ft板(表板，スライス単板，っき板)など各種の用途に広く用い

られている。木材構造の供試材としては林試材鑑 ~o. 1934, 3288, 4347，その他を用いた。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

環孔材。辺・心材の区別はあまり Iり l りょうではない，辺材は狭い，心材はH音黄褐色ないし"音偽色で，し

だいに黒褐色に変わる。ときとして出色の縞目をもっ。生長愉は|閃りょう。道管内に黄色物質を含み，木

口面で黄色の点として，縦断面では黄色の線として認められる。木flHは一般に通直であるが，ときどき波

状を呈する。肌目はやや疎，鈍し、光沢をもっ。なお材面に蛾状の制H感を有する。味はないが，革のような

臭気がある。塁さ，重さとも中庸，気乾比重 0.62。
(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概略

道管，仮道管，隔膜木繊維，車111方向柔組織および放射組織からなる。各要素の割合は，道管 35.60%，

隔膜木繊維 30.30%，軸方向柔組織〔仮道管を含む) 18.50%，放射組織 15.60%。
b) 道管

早材部の大きな管孔は 1-3 列の闘で，生長輪界に沿って環状に配列， 1児材部の管孔は小径で、疎に散請1
する。多くは管孔の両側を放射組織に燥する。内こうにはチロースまたは樹脂織物質を合む。早材部の管

孔は多くは孤立で，円形あるし、は惰円形をなす。その径は，放射方lírJ で 330-450μ，接線方向で 240-

380μ，膜厚 2-3μ。道管要素は，長さ 210-375μ，ときとして舌状部をもっ。 I1莫孔は交互状，その直径
は水平方向でー 4-6μ，繊維方向で 4-5μ，子L口は凸 v ンズ状。

c) 仮道管
道管状仮道管として，道管の周辺に認められるが出現数は少なし、。底径 30-40μ，膜厚 3-4μ，長さ

600-800μ。

d) 隔膜木繊維

材の基礎組織を構成する。隔膜の数は 1-3 ， 内こうには粒状の樹脂級物質を多数含む，細胞は，直
径20-40μ，膜厚 3-5μ，長さ 930-1 ， 375-1 ， 760μ。

e) 軸方向柔組織

周囲および帯状柔組織からなる。前者は， 1-2 細胞幅をもって管孔を鞘状に包む。後者は，早材部の
道管に随伴し， 2-15 細幅幅をなして年愉状に配列する。各細胞は，直径 30-40μ，膜厚 1-2μ，長さ
30-210μ。

f) 放射組織

単列および多列からなる。おおむねl羽生。単列放射組織の出現はまれ， 4-11細胞丙，平伏細胞のみか

らなる。多列放射組織は 2-5 細胞幅をなすが，多くは 3-4 細胞幅， 6-40制 JI包t:j，平伏細胞からなる
が，ごくまれに辺縁に方形細胞が出現する。



輸入外材の構造 (No. 31) 

組織研究室ω

マホガニー材の構謹

木口面 x 30 

板目面 x 50 

1.一般

(1) 

市場名:マホガニー (Mahogany)

学名 :Sωietenia macroρhylla KING 

(センダン科， Meliaceae) 

(2) 概説

マホガニーは，熱，iiJ- アメリカの諸地方に分布し

高級キャビネット用材を生産する樹種として世界

的に有名である。 S却ietenia 属の数種からなるが

世界的の市場材を生産する樹種としては，上記学

名のものと S. mahagony の 2 種があげられて

いる。

S. macrophylla は， rj'米のユカタン半島から

グアテマラ，ホンジュラス，ニカラガ，パナマな

どのカリピヤ海沿岸地方や，南米のコロンピヤ，

ぺネゼラ，エクアドル，さらにはペルー，ブラジ

ル，ボリピヤにわたって，広く分布し，蓄積もも

っとも多い。従来，わが国に輸入されているマホ

ガニー材も，おもにこの樹種のようである。また

柾目面 x 50 
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S. mahagony はキューノ七ジャマイカ，ドミニカなどの西印度諸島の全域と，米国のフロリダ南部に分布，

材質としてはもっとも優れた木材を生産する樹種として知られているが，蓄積は激減していると閣し、てい

る。そのほか，メキシコからコスタリカにいたる太平洋沿岸地方に分布する S. humilis も比較的よく

知られている樹紐である。

Swietenia 属の制種は，し、ずれも常緑の高木で，木材もよく類似しており，相互間の木材識耳IJは困難で，

ただ産地，材質などの経験的な要素ーによって区別してし、るにすぎなし、。

なお，同じセンダン科の中には，次号に jj己 .1戒した Khaya 属や Cedrela 属のごとく，はなはだ類似し

た木材を生産するものが多い。 Khaya 属の木材は，アフリカン・マホガニーの材名が示すごとく，よく

酷似しており，一見しての識別は凶嫌である。両者の識}}IJl日、にっし、ては次長止に記，1返したのでそれを参照さ

れたか。また， Ced何la ir'tìの木材につし、ては，し、ずれ記載する予定である。さらに ， Swietenia 属の木材

を，一般的には見 il:マホガニー(厳常には S. mahagony のみをさす.fMfì もある)と呼んで，上記セン

ダンfl の他のマホガニーの名称の冠せられた木村と区別する場合もある。しかし，フィリッピン・マホグニ

ーのごとく，全く類縁関係のない木材にも優良性を強 iD，~するための代名所!として用し、たものもあるが，こ

れらは木材構造を一見すれば容易にl正日 1]できるものである。

この木材構造についての記載は様記学名の樹樋で，供試材としては林試材鑑の輸入外材No.66 を用し、た。
この S. macroρhylla は，樹高 30m， 直径 180cm~こも達する大高木で，十良張りは顕著。同属の{也の種と比

較して生長著しく早く， したがって比危は一般に前者より小さい。しかし，その他はマホガニーの代表的
材質をそなえ，材色もよく，光沢もあり，狂いが少なく，加工性もいたって良好で耐久性も大である。

用途としては，造船用材，家具，キャピネット，楽総，内部造作材，外装材，科学用器具，ろくろ材，
彫刻l材，合板，銃床材などとして広く用し、られる。

2. 木材の構造
(1) 肉眼的構造

I~~孔材。辺・心材の区日IJは明りょう，辺材は淡黄白色，心材は淡赤褐色から暗赤同色までの幅がある。
帯状柔組織による成長愉がlり l らかに認められる。木ÆIHは)且直。肌H は粕。光沢がある。 l床と匂し、は顕著で
ない。経軟なものから重 iill!のものまである。気乾比重 0.53。

(2) 顕微鏡的構造
a) 楠成要素の概略
道管，仮道管，隔膜木繊維， iMIけ';lí'J柔組織および放射組織からなる。各要素の'，liIJ介は，道管16.90%，仮

道管 0.40%，隔膜木繊維 65.80%，制l方向柔組織 1.70%，放射組織 15.20%。
b) 道管
孤立するものもあるが，多くは 2-4j同あて主として放射ブI;I ，" J に複令する。また，ときとして不規則に

複合するものもある。管孔の分布はおおむね均等で 1mm2 における分不li数は 3-9 個(多くは 4-6
i回〉。ときどき内こうに着色したヵ・ム様物質を充満する。ほとんどの管孔が，片側または両側を放射組織

に接触する。孤立管孔は広楕円形なし、しは ?b形，その直径は放射方向で 160-300μ，接線方向で 130-
250μ，膜厚 4-8μ。道管要素は，長さ 300-540μ，単せん孔，せん孔板は水平かわず、かに傾斜する，筒

状IJ莫孔で，その直径は水平方向で 3-5μ，繊維方向で 3-4μ，孔口は凸レンズ状。

c) 仮道管
道管状仮道管として，複合管孔の周囲にわずかに出現する。直径は 30-80μ，長さ 500-650μ。

d) 隔膜木繊維
材の基礎組織を形成する，多くは 3 室に分かれる。各細胞は，直径20-30，1 ， IJ英厚 2.5-3.5μ，長さ 945

-1, 540-1, 875μ，内こうに小さし、球形の樹脂様物質が多数散在する。
e) 軸方向柔組織
随伴散在，帯状およびft!，(在柔組織からなる。随伴散在柔組織は管孔を不完全な鞘状に包む，その幅は 1

(2)細胞幅，ごくまれに完全に近か鞘状をなすものがある。帯状柔組織は 2-10細胞層で，ときどき管孔に

接触する。散在柔組織は基礎組織中に散布するが， その数はごく少ない。各細胞は，直径20-50μ，膜厚

1. 5-2μ，長さ 65-170μ，ときとして結晶を内包するものがある。

f) 放射組織
単列および多列からなる。異性。単列放射組織は 3-9 細胞高， その分布は少なし、， おおむね直立細

胞からなる。多列放射組織は 2-6細胞幅からなるが，多くは 3-4 細胞幅， 5-26細胞高，長さで 150
-770μ，おおむね平伏細胞からなるが，上下の両端部は直立なし、しは方形細胞で，その単列部は多くは 1

細胞高，ときとして 2 細胞高をなす。直立または方形細胞の内こうには結晶を含むものがある。おのおの

の放射組織は，板目面におし、て比較的整正な附段状に並列してリップルマーグを形成する。



輸入外材の構造 (No. 32) 

組織研究室∞

アフリカン・マホガニー材の構謹

木口商 x 30 

板目面 x 50 

1.一般

(1) 名称

市場名:アフリカン・マホガニー

(African mahoga町〕

学名 : Khaya ivorensis A. CHEV. 

(センダン科， Meliacea巴〉

(2) 概説

アフリカン・マホガニーの名前で取り引きされる

木材は，西部アフリカ地方に産するセンダン科の

Khaya 属の数種から生産されるものである。それら

の樹極としては，上記学名のもののほかに K. grｭ

andifloliola , K. anthotheca, K. 珂eyasica および

K. Senegalensis などがあげられる。 しかし，木

材構造についての供試材〔林試材鑑 No.5619) と

同じ標記学名の K. i orensis がもっとも主要な樹

種である。そして，欧州とくに英国市場ではこの樹

種の材がアフリカン・マホガニー材の全輸入量の半

ばを占めているとし、う。わが国にも戦前から輸入さ

れており， I高級材のーっとして知られている。

柾白面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林保ー・須川豊仲
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また，アフリカン・マホガニー材は，前号に記載した，巾央アメリカに産する Swietenia 属の真正マ

ホガニーに酷似している。しかしながら，前者は後者に比して，肌 11 が粗であり，木理も不規則で交鈴木

理が多く，さらに解剖学的には，帯状系組織の出現はごくまれであり，放射組織の型がわずかに相違する点

などによって，この両者は辛うじて識別される。

この樹木は，常緑のI青木で，向さ 50m， 直径 130-150cm に達する。樹幹は通直で円柱状，校下高は

30mくらし、になるが根仮りがある。木i型は通直，材の乾燥性は良好であるが，木1当!が不規則なものは反る

傾向がある。不規則木砲や交áH-~木理の材を除けば工作容易，仕上がりも良好，光沢もあり，強度的性質は

おおむね真正マホガニーと同線である。

用途としては，素材のまま，または合板としても用いられ，家具，キャピネット，造船用材，内部造作

材，ピアノ，銃床材，彫刻，科学用実験器材など用途は広い。

木材構造の供試材としては，林試材鑑 No. 5619 および記名材鑑などを用いた。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。辺・心材の区日1)は顕著でない。心材は，淡褐色から階赤禍色までの幅がある。生長輸は不明り

ょう。木理は一般に通直，ときとして不規則な木理や交鈴木迎が生じまた柾目面に縞杢が現われる。肌

目はやや精。光沢がある。味と匂いはない。経軟なものから重硬のものまである。気乾比重 0.49 (0.40 

-0.80)。

(1) 顕微鏡的構造

a) 木材の構成要素の概略

道管，隔)1真木繊維，車IbH向柔和l織および放射組織からなる。各要素の割合は，道管 26.40%，隔膜木繊

維 55.709話，軸方向柔組織1. 309杉，放射組織 16.60%0

b) 道管

孤立か，または 2 -3jJ百|あて放射方向，ときとして接縦方向あるし、は斜方向に複合する。管孔の分布iは

おおむね均等で 1mm2における分布数は 3-7 個，ときどきガム版物質を充満する。管孔の片側または

両側を放射組織に接触する。孤立管孔は広楕円形，楕円形および卵形，ときとして円形，その直径は，放

射方向で 130-350μ，接線方向で 130-280μ。道管要素は，長さ 250-480μ，単せん孔，穿孔板はおおむ

ね水平，一端ときとして両端に舌状または尾状部をもつものがある。脱孔は色iîj状なし、しは不整な交互状配

列，その径は水平方向で 3-5μ，繊維方向で 3-4μ，孔口は円形あるいは凸レンズ状。

c) 隔膜木繊維

材の基礎組織を構成する。隔膜の数は数個あて，外縁の不鮮明な有縁膜孔をもっ。直径 25-40μ，膜厚

2-4μ，長さ 930-1 ， 120-1 ， 845μ。

d) 軸方向柔組織

随伴散在および散在柔組織からなる。また，きわめてまれに帯状柔組織が出現する。随伴散在柔組織は，

管孔を不完全な鞘状に包む，その鞘の幅は 1 (2)細胞，まれに完全に近し、鞠状をなすものがある。散在柔組

織は，管孔の付近にわずかに出現する。細胞は，直径 20-50μ，膜厚 1-1. 5μ，長さ 50-130μ， ときに

内こうに結晶を含むものがある。

e) 放射組織

単列および多列放射組織からなる。異性。単列}jj{射組織は 4-11細胞高，直立および平伏の両細胞から

なるが，多くは直立細胞からなっている。多列欣射組織は 2-6 細胞幅， 5-28細胞高，長さで 200-

700μ，板 H面では紡錘形を呈する，上下の両端部には，大形の直立または方形の細胞をもっ，その単列部

は 1-2(3)細胞高，これら大形細胞の内こうにはしばしば結晶を含むものがある。



輸入外材の構造 (No 33) 

組織研究室ω

リグナムパイタ材の構謹

木口面 x 50 

板 11 面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:リグナムパイタ (Lignum-vitae)

学名: Guaiacum ollicinale L. 

(ノ、マピシ科， Zygophyllaceae) 

(2) 概説

リグナムパイタとして取り引きされる木材には

Guaiacum 属の幾種かが含まれている。この属の樹

種は，西印度諸島，北米の熱f1: 海岸， 1十]米のベネゼ

ラおよびコロンピアのカリブ海沿岸地方，メキシコ

およびガテマラ，ニカラガなど中米の太平洋似IJ地域

などに分布する。 Lignum-vitae はラテン誌で生命

の樹を意味するが，往時この樹木が薬用として貴重

された記念としてつけられたものという。机物分

類学上では多数の種が命名されている。しかし，

RECORD の記載によれば，実際的には， G. Coulteri 

A. GRAY (G. Palmeri VAIL および G. Planchoni 

A. GRAY を含む)， G. gute1加lense PLANCH., G. 

柾目面 x 50 
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officinale L.および G.sanctum L.の 4 極に区別されるとし、う。ただし，現:(E輸入材の対象として重

要な種は G. officinale と G. g附te附lense の 2 種である。前者は，凶印度諸島，ペネゼラ，コロンピ

アを主産地とし，船の車111受材として最適である。後者は，ニカラガを主産地とし， lt絞的大材を生産，材

質的にも前者と比肩されてし、る。標題記t肢の供試材は G. officinale である。

近時， リグナムパイタ材の需用量が増すにつれ，その良材の入手がl.EI ilffi となり，上記 2 種以外の同属種

や Vera などの代用材が愉入されるに及んで、，商取引上種々問題を起こしてし、るようである。 Guaiacum

属の樹種相互間における木材識別は，同一種でも生育環境のかかんによってかなり変異するので，なかな

か困難とされている。しかし， G. of fcinale は，樹皮がプラタナスの樹皮のごとく斑に剥落するので，一

般的で・はないが樹皮付丸太にっし、ては同属の他の種と容易に区別できるとし、われてし、る。また， Bulnesia 

属のペラとは，次号の記械の中に示したごとく，両者の管孔の配列J\'lの顕著な差異によって，いたって簡

単に識別される。

リグナムパイタの用途としては，よく知l られている船舶スグリューその他水中での '1;111受材のほか滑車，車

柄，定規，ブラシ背板，ろくろ細工などに片jv、られる。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。ただし，ルーペのJJjJけをかりないと符干しははっきり認めがたし、。辺・心材の区別は IVJ りょう。辺

材は灰白色をおびた黄色で，淡黄褐色の縞口がある，幅は狭い。心材はおおむね暗黄褐色で， H音褐色や11音

緑色などの縞目をもっ。生長輸は判然しなし、が，縞目を構成する材色の差異が年輪模係を呈する。はなは

だち密であるが交錯木理のため逆目が立ちやすい。油脂を多く含み，よく鈎削した材面では麟光沢があ

る。芳香をもっ。最も重硬で気乾比重 1. 30。

(2) 顕微鏡的構造

a) 燐成要素の概略

道管，真正木繊維，軸方向柔組織および放射組織からなる。その構成の割合は，道管 13.609杉，真正木

繊維 75.04%，軸方向柔組織 1.849杉，放射組織 9.52%。

b) 道管

ほとんどが孤立管孔で，ごくまれに 2101あて複合する。おおむね不規則に散材するが，ときどき帯状に

密に分布する。分布はかなり不均等で lmm2の分布数は 0-81岡，こう内には樹脂様物質を充満する(一

般的方法・で作製した検鏡標本ではわずか残留するにすぎなし、入管孔の両側または片側を放射組織に接す

る。孤立管孔は広楕円形，円形なし、しは楕円形。その直径は絡差が大きく，放射方向で30-140μ，接線方

向で 25-110μ。膜厚 2.5-5μ。道管要素は，長さ 80-110μ，単せん孔，せん孔はわずかに傾斜。膜孔は

不規則な交正配列，その直径はおおむね 3μ，孔口は楕円形。

c) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。直径 8 -131', I1莫厚 3-5μ，長さ 330-590-765μ。

d) 軸方向柔組織

随伴散在，帽状，短接線および散在柔組織からなるが，その出現量は少なし、。随伴散在柔組織は管孔の

周りをめぐってほぼ均等に散在するものと，随心側またはその反対側のみに限って出現するものとある。

帽状柔組織はときどき出現するが，不整型のものが多く，左右に延長して翼状または倭線状をなすものが

ある。短接線柔組織は 2-数個細胞からなり，散在柔組織の分布は組であるが，これら非随伴柔組織は多

くは管孔の周辺に出現する。各細胞は，直径 10-20μ，膜厚 1-1.5μ，長さ 40-120'1。

e) 放射組織

単列放射組織のみからなる。同性。 1-7 細胞高，平伏細胞のみからなる，階段状に配列してリッフ勺L

マーグを形成する，階段の間隔は 40-50110



輸入外材の構造 (No. 34') 

組織研究室∞

ベラ材の構謹

木 i1 面 x 50 

似 1:1 板 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊伸

1.一般

(1) 名称

市場名:ペラ (Vera)，ペラウッド

(Verawood) 

学名: Bulnesia arborea (JACQ. )ENGL. 

(ハマピシ科， Zygophyllaceae) 

(2) 概説

ベラあるし、はペラウッドとして一般に知られてい

る木材は，上記学名の樹種から生産される。この樹

木は，コロンピヤおよびペネゼエラの海岸地方に分

布するが， とくにボルト・カベレロとマラカイボ湖

の間にある乾燥した小丘陵地帯に多く生育してし、

る。これらの地域はベラの最適地で，樹高15m， 直

径 35-50cm に達する比較的通直完i椅の良材を産す

るという。

Bulnesia 属の制種は南米に分布して 8 穐を産す

るが，ベラと，アルゼンチンおよびノ 4 ラグァイに産

するパロサントウ (Palo santo : B. Sarimienti 

柾日面 x 50 
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LORENTZ. )とが有用材を生産している。

ベラ材は，わが国にもときどき輸入され， リグナムパイターの代用材として用かられるが，その特性は

かなり劣るようである。したがって，主用途である船のスグリューの制l受材として利用される場合も，漁

船などの小型船のみに限られているとし、われる。

リグナムパイターとは，材色その他の外観的性質が一見近似したものがあるところから，両者が混同し

て取り扱われる場合もあって， しばしば問題を起こしているようである。

この両者の顕著な識別点は，木口面における管孔の配列型にあって， リグナムパイターの散孔材である

のに比し，ペラは放射孔性の紋様孔材であり，よく鈎削した木口面について10倍程度のルーペで観察すれ

ば両者の区別は容易である。なお，顕微鏡的構造におし、ても，前者の放射組織が単列であるのに比し，後

者はほとんど複列からなってし、る。木材構造にっし、ての供試材は，鑑定を依頼された市場材を用いた。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

放射孔性の紋様孔材。ただし，管孔は肉眼でははっきり認めがたか。辺・心材の区別は明りょう。辺材

は黄白色，心材は淡檀緑色ないしは黄褐色。暗色の縞目がある。生長輸は不明りょう。ただし， ß音色の帯

線状の模様があって年輪状にみえる。交錯および交走木理。磁i由脂を含む。香気がある。堅硬。気乾比重

1.20 (1.11--1.21)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概略

道管，仮道管，真正木繊維，軸方向柔飢餓および放射組織からなる。各要素の割合は，道管 25.9196 ，

仮道管 4.95%，真正木繊維 59.09%. 軸方向柔組織 6.08%，放射組織 3.97%。

b) 道管

おもに 1-4 列，ときどきはそれ以上の幅で，放射方向，ときとして斜方向に不規則に接続あるし、は集

合して配列する。完全な孤立管干しは比較的少なし、が，これらは楕円類似形なし、しは円類似形，直径は放射

方向で， 20-90μ，接線方向で 20-75μ， JJ莫厚 4-5μ。こう内に樹脂様物質を充満する(ただし，一般法

による検鏡標本にはほとんど残留しなしつ。要素の長さ 70-130μ，単せん孔，せん孔板はわずかに傾斜，

zときに水平。膜孔は交互配列，直径は水平方向で'5-7μ，繊維方向で 4-5μ，孔口は惰円形。

c) 仮道管 '1~ 

道管状仮道管として道管の周囲，とくに集合管孔の周辺に多く出現する。直径 10-25μ，膜厚 2-4μ，

長さ 110-220μ。

d) 真正木繊維

材の基礎組織を構成する。直径 10-15μ，膜厚 3-4μ，長さ 630-755--880μ。

e) 車問方向柔組織

|泊伴散在および散在柔組織からなるが，いずれも多室結晶細胞。随伴散在柔組織は，道管または道管状

仮道管に 1-3 佃あて連なって，疎に管孔に接続する，多くは 1 個細胞幅，ときに 2 個細胞幅をなす。散

在柔組織も道管の付近に分布するものが多い。細胞は直径 15--25μ，膜厚 1.5--2μ， 1 室に 1 個あての結

品を含む。

f) 放射組織

単列および複列〔ごくまれに 3 列〉からなる。向性。単列放射組織は 1--5 細胞高。複列放射組織は 4--7

細胞高，長さで 40--90μ。いずれも平伏細胞のみからなり，階段状に配列してリッフ.ルマーグを形成する。



輸入外材の構造 CNo. 35) 

組織研究室川

パルサ材の構遁

木Jl面 x 50 

板口面 x 50 

(1) 木材部材料科組織研究室 小林弥一・須川豊仲

1.一般

(1) 名称

市場名:ベルサ (Balsa)

学名: Ochroma lagoρus SWARTZ 

(キワタ科， Bombacaceae) 

(2) 概説

パルサは，世界的市場材の中でもっとも軽い木

材を生産する t:H種として，ははなはだ有名である。

その所属する Ochroma 屑の樹種は，広く熱帯ア

メリカの各地に分布し，植物学者によって 11種が

認められているようである。しかし実際的には上

花学名のものが 1 種で，他はその変種か品降に該

当するものであるともいわれている。いずれにし

ても，木材では樹穐分類は困難であるとされてい

る。産地によっては別に地方名も用し、られ，キュ

ーノ〈では Ceibon，ジャマイカでは Corkwood ，

ベネゼラでは Balso ， Iano および Tacarigua ，

ポリピヤでは Tami，ホンジュラスでは Guano，

柾目面 x 50 
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メキシコでは Gonote， Maho などが用し、られてし、る。しかし，各国とも Balsa の市場名で通用するよ

うである。

南米のエクアドルが主産地で，現在におけ市場材のほとんどがこの固から供給されており，わが国でも

ここから輸入してし、る。しかし，ボルネオ，フィリッピンなど東南アジヤの適地にも植栽されている。

この樹木は，きわめて成長旺盛で， 5-6 年経れば，樹首j 16-20m， 直径 60-75cmに達する。伐採後

迅速に処理したものは変色，腐朽，虫害などの被害を受けてし、るものは少なし、。 ときにコルクポケット

(材中に繊維を欠き著しく軟材な部分〉をもつものがあるが，干割は少なし、。約 7 年生以上のものでは樹

心付近の基音防〉ら紅変を生じ，材質劣弱となる。また，ときに比重が大きいものや，褐色をおびた材を生

産するものがある。成長の早いものでは比重 0.10-0.13 を示し，軽し、材をうる目的には値栽したものが

良レ。成長の遅し、ものでは比重 0.40 にもなるものがある。

パルサ材はきわめて軽し、材でありながら，その害IJには硬さや強度もある。

このような特1生から，器具材，航空機材，包装材，家具材，玩具〔模型)などとして用いられるほか，

特殊な用途として，金属またはプラスチッグスとサンドイヅチ構造にして床，間仕切， ドアーおよび各種

成型材(航空機・車輔・船舶・建築)，断熱，遮音，除振材として，冷蔵庫壁体，包装物質，建築壁体，

機械据付iti材。浮力材として救命具，フロートその他に用し、られ，わが国では模型，船舶内部造作，冷蔵

庫などに用いられている。

2. 木材の構造

(1) 肉眼的構造

散孔材。辺・心材の区別は不明りようで， ì-炎し、紅掲色を帯びた白色。生長輸は不明りょうであるが，淡い

暗褐色をした年輪模様の帯線が認められる。木I里は通直。肌目は疎。やや絹綿光沢がある。におし、と味は

ほとんどない。気乾比重 0.08 C 一般的には 0.1-0.2)。

(2) 顕微鏡的構造

a) 構成要素の概略

道管，真正木繊維，軸方向柔組織および放射組織からなる。材の構成割合は，道管 5.0%，真正木繊維

および木柔組織 75.0%，放射組織 20.0%。

b) 道管

ほぼ一様にIt~布 1mm2 の分布数 0-8 伽IC複合管孔を 1 個とみれば 0-3 個〉。孤立管孔および 2-

数個のおもに放射方向に接合する複合管孔からなる。孤立管孔は楕円形ないし広惰円形， 直径は放射方

向で 180-350μ，接線方向で 130-230μ，膜厚 2 JL. 道管要素は，長さ 250-750μ，単せん孔，せん孔板

は傾斜。膜孔は交互配列。その直径は水平方向で、 5-10μ，繊維方向で 4-7μ，孔口はレンズ状。

c) 真正木繊維

軸方向柔組織中に不規則に少数あて集合して配列する。一般樹材の真正木繊維とは異なり，はなはだ薄

膜で木口面で寸叫Ib方向柔組織の細胞との区別は困難である。直径は 40-80JL， Jl英厚 1.5-2μ，長さ1，300 

-2， 000-2， 700μ。

d) 軸方向柔組織

真正木繊維をまじえて材の基礎組織を構成する。柔細胞ストランドと紡錘形柔細胞からなる。横断面で

は，いずれも放射方向に長い多角形。柔細胞ストランドは普通は 2 個細胞からなるものが多く，柾目面で

層階状に配列する。各細胞は，直径 50-80μ，膜厚 1-1.51-'， 長さ 300-450μ。管孔を包んで配列する柔

組織は，細胞の形が扇平で，多くは 1-2 細胞幅，各細胞は， 直径30-70μ， 膜厚は一般のものよりやや

厚い，長さ 40-250μ。紡錘形柔細胞は出現数少なく，直径 50-120μ，膜厚 1-1.5μ，長さ 50-850μ。

e) 放射組織

単列および多列からなる。異性。単列放射組織は 1-12細胞高，直立細胞のみからなる。多列放射組織

は2-6細胞幅， 11-97細胞高，長さで 500-5 ， 500μ，大形の直立細胞，タザル細胞および横臥細胞からなる。


